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春期の水田における農作業進行状態の違いに対する

ムナグロの採食行動｡食物内容の変化

渡辺朝一

〒310-0032水戸市元山町2-2-33-202

はじめに

近年,烏類の生息地としての水田が注目され,水田に生息する鳥類を題材-に論文が発表さ

れるようになってきた.たとえば,Ｓａｔｏ＆Maruyama(1996)は,水田やハス田における農耕地帯

におけるチュウサギagme娠城e､？e北の環境選択を詳細に述べているし,Ｌａｎｅ＆Fujioka

(1998)は,圃場整備の終了した水田と圃場整備前の水田における,サギ類と餌量の関係につ

いて詳細に分析している.これらはおもに,水田において春期の田植えなど一連の農作業が

終了した後の,晩春から夏期にかけての研究であるまた,嶋田ほか(2002)や渡辺(2005）

は,越冬期のマガンＡ"s〃a/bji命o“やコハクチョウの〃ＵＳＣＣ/t”蛇"“の食物内容を調査し

ているが,これらはおもにイネｏノアzasa"吃の刈り入れが終了した,冬期の研究である．

水田には，日本列島を旅烏として通過するシギ･チドリ類も多く渡来するこれらのシギ･チド

リ類がみられるのは,春期であれば,水田において耕起,注水,代掻き，田植えなど一連の農

作業が行なわれ,人の手によって最も多くの撹乱が加わる時期である.この点が,晩春から夏

期に水田を利用するサギ類や,冬期に水田を利用するガン．ハクチョウ類など,頻繁な農作業

が加わらない時期に水田を利用する鳥類と大きく異なる点であるが,これらの農作業は,シギ．

ﾁドﾘ類の渡来に何らかの影響を与えている可能性がある．

ムナグロ鋤w淘佑〃”は，日本列島ではおもに春秋の渡りの時期に渡来する中型のチドリ

で(日本烏学会2000)，内陸の水田に多く渡来する(熊田｡伊村1998など)ことが知られてい

る.筆者は,水田における一連の農作業がムナグロの採食地選択に影響を与えている可能性

を考え,ムナグロの採食地選択を調査したことがあるが,その結果,注水前の秋耕田や代掻き

後の代掻き田と比較して,秋耕された水田に農業用水を注水している注水田がムナグロに好

まれていることがわかった(渡辺2001)．
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